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    ｢掬 う｣

手のひらと掬う器

解

説

相田 満
久保正敏

喉の渇きを覚えた時、眼前に清水があれば、

私たちはつい両手を合 わせて水 を掬お うとする。

「掬」とい う字 は,｢米｣を｢包 構 え｣で 囲ん

で手偏を加え、手のひらを丸めて米や水をす く

う姿を表す。このように手のひらは、水の器の

原初の姿なのだ。人はその後、 さまざまな器 を

作 り出 して きた。手元の器は手のひらの代用で

あり、それに柄 をつけた ものが柄杓や杓子に対

応するのだろう。 これらに動植物素材 を用いる

素朴で小 さなものが多いの も、手のひらの水量

に見合 う代用の器がまず作 られたためだろうか、

その後 も器が発達 してきた背景には、利便性 も

さることなが ら、身体や感覚器官 を代用する道

具やメディアを作 り出すことが文明だと考えら

れてきたか らか も知れない。

 その一方で中国には、道具 を使 って水を飲 む
           さか

行為 を、作為的な人間の賢 しらと考え、何 も使

わない、何 もしないという、無為 自然 を尊ぶ道

教的な考え方 もあった。た とえば、中国古代の
                  きよゆう
三皇五帝時代の人 と伝 わる、伝説の隠者、許由

の話がある。

 許 由はいつ も盃や器を使わないで、水 を手で

す くって飲 んでいた。それを見た人が、ヒョウ

タンを一つ贈った。許由はヒョウタンを使って

水を飲み、飲 み終わると木の上にそれを掛けて

おいた。風が吹 くとヒョウタンはカラカラと鳴

る。それをうるさく思った許由は、遂にヒョウ
              もうぎゅう      いっ

タ ンを捨てて しまった という(『蒙 求 』許由一
びょう

瓢、『高士伝』)。

 ヒ ョウタンは、表面の微細な穴から水分が気

化することによ り、中味が冷やされるので、食

用の他に、器 として も古 くか ら使われてきた。

ヒョウタンを捨て去った許由の行為 は、人間文

明を否定す る意味で も象徴的である。許由は帝

禿が国を譲るとの申し出に対 し、耳が汚れたと

言って水で洗 った故事で も知 られ、権力 を汚 ら

わしいものとする、その高潔さは、今 も語 り伝

えられている。 もっとも、ヒョウタンとい う道

具 を使用 して水 を飲 むことを拒否 した許由 も、

動物のように川面 に顔 を付けて飲むことはせず、

｢手｣と いう｢道 具｣を 使ってはいたのだか ら、

そこに人間としての矜持 が現れているともいえ

る。

 とすれば、身体を直接使 うという行為は、 自

然や神 に近づ く宗教的な場面では依然 として重

要な作法なのかも知れない。た とえば、洗礼 の
          しんれい           てきれい

場面で身体を水に浸す浸礼、手を濡らす滴礼、
         かんすいれい

頭に直接水をかける灌水礼や、同じように頭に
        かんじよう

水 をかける仏教 の灌 頂 、あるいは神域に入 る

際の手水 の作法な ど、聖なる水 による浄化は身

体 に直接触れることか ら始まる。 こうしてみる

と、原初 の器であった手のひらはまた、人為 を

越えた領域 と身体が直接触れるための水の器へ

と戻 っていくのだ。
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